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学校法人城西大学創立 45周年事業 




   日 時 2011年 6月 18日（土）午後 1:00～5:30 
   会 場 学校法人城西大学 東京紀尾井町キャンパス地下 1階・多目的ホール 
   主 催 城西大学 
   協   力 学校法人城西大学国際学術文化振興センター、城西国際大学水田美術館 
 
   ◇開催趣旨 
     このたび、本学校法人創立 45周年事業として城西大学坂戸キャンパスに新たな美術館 
   を建設することになりました。これを記念し、浮世絵をはじめ近世版画を色彩と技法の側 
   面から考察するシンポジウムを開催します。版画芸術が江戸時代の文化に果たした役割を 




  ◇プログラム 
  1:00    開会挨拶 
  1:05    城西大学水田美術館建築コンセプト Sunil Bald氏（studio SUMO）  
  1:10～1:50 基調講演 「浮世絵版画の色彩表現」 
                    小林忠氏（学習院大学教授、千葉市美術館館長） 
  2:00～3:00 浮世絵版画の摺り実演会 アダチ版画研究所 
  3:10～3:40 発表 1   「錦絵創始期の色と流通―鈴木春信を中心に―」 
               田辺昌子氏（千葉市美術館学芸課長） 
  3:40～4:10 発表 2   「上方版画と伊藤若冲」 
                   福士雄也氏（静岡県立美術館学芸員） 
  4:10～4:40 発表 3   「文化財非破壊分析法による浮世絵版画の色材調査」 
                   下山進氏（吉備国際大学教授） 
  4:50～5:30 ディスカッション  
              パネリスト：小林忠氏、田辺昌子氏、福士雄也氏、下山進氏 
                         司会：門脇むつみ（城西国際大学准教授） 
  5:30    閉会挨拶 
◇基調講演  「浮世絵版画の色彩表現」    学習院大学教授、千葉市美術館館長 小林 忠 
  



























◇発表 1 「錦絵創始期の色と流通―鈴木春信を中心に―」  
                                                千葉市美術館学芸課長 田辺 昌子 





















◇発表 2 「上方版画と伊藤若冲」         静岡県立美術館学芸員 福士 雄也 






























2009年）、「伊藤若冲に関する史料について」（『鹿島美術財団年報』27 別冊 、2009年度版）ほか。 
◇発表 3 「文化財非破壊分析法による浮世絵版画の色材調査―青と赤―」 
                            吉備国際大学教授 下山 進 
 
 ヨーロッパ 19 世紀の芸術家達を刺激してインスピレーションを湧かせた日本独自の多色摺木版画






























■ ■ ■ 
略歴：イハラケミカル工業株式会社主任研究員 研究所次長、デンマテリアル株式会社取締役 色材科学研究所所長
などを経て、現在、吉備国際大学副学長、同文化財総合研究センター長、同大学院文化財保存修復学研究科長。 論
文：「錦絵青色着色料の非破壊同定法に基づくベルリン・ブルー導入過程と「冨嶽三十六景」を嚆矢とする浮世絵
風景版画確立経緯の研究」（共著、『北斎研究』37号、2005年）、「ボストン美術館スポルディング・コレクション
色材共同調査--浮世絵版画"鳥居清長作品"に使用された色材(第 1報)」（『文化財情報学研究』5、2008年）ほか。 
 
 
